
 

 

 

 「休診のおしらせ」 

5月の臨時休診はありません。 

ゴールデンウイークは、暦どおりに診療いたします。

裏ページのカレンダーをご参照ください。 

 

 

 

 

 

  

✉ ニュースレター ✉ 

クリニックから皆様へ 

新緑のうるわしい 5月です。春の日差しが心地よくなってまいりました。皆様、爽や

かにお過ごしのことと存じます。 

先月はアンケート調査へのご協力、本当にありがとうございました。皆様の貴重なご

意見はスタッフ全員でしっかりと受け止め、今後も良いクリニックとなれるように努力を

してまいります。調査結果につきましては、今後、院内に掲示していきたいと思います。 

最近、脳腫瘍についてのご質問をうける機会が多くございます。皆様のご心配、ご

関心の高さを感じています。そこで、今月のニュースレターでは、脳腫瘍について、注

意すべき症状を記載いたしました。 

今月も、がんばってまいります。皆様、よろしくお願いいたします。 
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今月の 1枚 
 

最近、気になります「多肉植物」 

診療待ち時間につきまして 

当クリニックは、脳神経外科専門医 2名の体制で診療を行っております。診療では、

出来るだけ患者さまをお待たせすることのないよう心掛けておりますが、時間帯によって

医師 1名の診療体制であったり、大勢の患者さまが来院されていることもございます。 

～アンケートへのご協力、ありがとうございました～ 

このような状況では、どうしてもお待たせする時間が発生しがちです。待ち時間解消

のため、クリニックでは予約診療も出来ますので、当日であってもご予約いただけると

スムーズです。 

また、病状が安定しております患者さまの中で、お薬の継続のみのご希望の場合は

受付でおっしゃっていただければと思います。早めの診察が可能です。 
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電話：０９７－５７８－８３３３ 

ＦＡＸ：０９７－５７８－８３１８ 

 

〒８７０－０８３１  

大分市要町８－１６ 

 

「脳腫瘍で 

注意すべき症状」 
 

 

 

脳腫瘍の症状は、発生部位

や大きさによって様々です

が、頭痛、吐き気、しゃべり

にくさ、半身の麻痺やしび

れ、めまい、認知機能の低

下が症状として多いです。 

 

頭痛や吐き気は、腫瘍が大

きくなると頭蓋内の圧が上

がるため出現します。 

 

しゃべりにくさ、半身の麻痺

は、腫瘍が言語中枢や運動

中枢にできた場合に起こり

ます。また腫瘍が感覚中枢

にできると、しびれや異常感

覚が見られます。 

 

めまいは小脳や脳幹部の症

状として見られることが多い

です。 

 

（             は脳腫瘍です） 

 

脳腫瘍が脳脊髄液を塞き止

めると、水頭症になります。

すると、認知機能の低下が

見られるようになります。ま

た、水頭症では歩行障害、

尿失禁といった症状が出現

することもあります。 

 

物が見えにくくなる、音が聞

こえにくくなる、そして匂いが

低下することもあります。 

 

ホルモンを産生する腫瘍も

あります。代表的なものは、

下垂体腺腫です。手足や

鼻、唇が太くなる、乳汁分泌

や無月経になる、などの症

状があります。 

 

上記症状がある場合には、

医療機関へご相談ください。

脳腫瘍は早期発見がとても

大切です。 

 
（     は水頭症を示します） 

（     は下垂体腺腫を示します） 

 

 


